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幼児教育の充実に向けた 

保育者の資質と専門性の向上について 
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少子化の進行や共働き世帯の増加に伴い、幼児を取り巻く環境が変化す

る中、平成２７年４月からスタートした、子ども・子育て支援新制度では、 

「全ての子どもに質の高い幼児期の教育・保育を総合的に提供していくこと」が

方針として示されています。また、教育公務員特例法(昭和二十四年法律第六

十七号)施行令の一部が改正され、公立の幼保連携型認定こども園に勤務する

保育教諭についても、幼稚園教諭と同様に、新規採用教員研修と十年経験者研

修が義務付けられました。 

 近年、公立の幼稚園、保育所等との人事交流や、幼稚園から保育所・認定こ

ども園への移行・統廃合などが進む中、教育・保育の内容や幼児教育を取り巻

く社会の変化に戸惑いを感じている保育者も少なくありません。その中で、質

の高い教育・保育の実現を図るために、保育者には教育・保育両方の理論と実

践力を身に付けることが求められています。 

本協議会では、『愛知の幼児教育指針』の重点目標の一つである「保育者の

資質と専門性の向上」を具体化し、平成２６年度・２７年度の２年間にわたり

協議題を「幼児教育の充実に向けた保育者の資質と専門性の向上について」と

し、協議を重ねました。県内の幼稚園・保育所・認定こども園等の全ての保育

者が、園内外研修の推進、幼児理解を深めるための日々の記録の工夫、５歳児

後半(アプローチ期)から小学校１年生前半(スタート期)へのつながりの教育

課程の理解などを通じて、実践力等の資質と専門性を高めていくことが望まれ

ます。それは、これからの幼児教育を担う、経験の少ない保育者や養成校の学

生に、特に期待されていることであります。 

愛知の子どもたちが、いつでもどこでも等しく質の高い教育・保育を受ける

ためにも、幼児教育に携わる全ての保育者が、専門職としての自分を磨き、お

互いに高め合っていくことが大切です。２年の月日をかけ、多くの委員の御尽

力によって作成された本報告書が、各市町村を始め県内の全ての幼児教育機関

において、幼児教育の充実に向けて役立つことを心から願っております。 

 

平成２８年３月 

                    愛知県幼児教育研究協議会 

                         会長 後藤宗理 
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